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教材「一つの花」の研究（その1）
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1はじめに
教員に求められている資質能力をめぐっては、審議会において屡提言さ
れている。例えば、それは平成9年教育職員審議会の答申や平成18年に
は中央教育審議会答申において強調（教員に求められている資質能力をめ
ぐっては、『白鴎大学教育学部論集』〈2008、2（1）〉や『白鴎大学論集
第22巻第2号』等を参照）されている。教員に求められている資質能
力の一端を前述した18年中央教育審議会の答申の答申を基に見てみる。
答申では、「教員としての必要な資質能力の最終的な形成と確認」という
項において、次のように指摘する。
教員として最小限必要な資質能力の全体について、確実に身に付けさ
せるとともに、その資質能力の全体を明示的に確認するため、教職課
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程の中に、新たな必修科目（「教職実践演習（仮称）」）を設定するこ
とが適当である（1）。
ここでは、教職課程の中に新たな必修科目「教職実践演習（仮称）」を
設定し、そしてそこにおいては教員として最小限必要な資質能力の育ちを
確認すべきであるとする。更に、答申は教職実践演習（仮称）において、
教員として必要な資質能力の育成にあたっての授業方法をめぐって、
役割演技（ロールプレーイング）やグループ討論、事例研究、現地調
査（フィールドワーク）、模擬授業等を取り入れることが適当であ
る（2）。
としている。ここでは、教職実践演習（仮称）において模擬授業を導入す
るとしているが、これは教材研究、学習指導案・板書計画・発問計画・作
業のプリント・教材等の作成等の授業設計より授業実施にいたる一連のこ
とを受講者である学生に体験せしめることによって教員としての実践的指
導力の基盤の育成を志向しているに他ならない。
上記のことに鑑み、課程認定大学においては、学問の内容論や方法論を
基盤に将来実践の場で柔軟に活用できる授業設計力や授業実践力（両者
は、実践的指導力に内包）の基礎を構築するような授業内容や授業方法を
適切に工夫する必要があろう。
このようなことを踏まえ、本研究では教員に求められている資質能力の
育成（就中実践的指導力の基礎の育成）を志向し、国語科の文学教材「一
つの花」において授業を設計し、それを基に授業を試み、そこで教師とし
ての力量（実践的指導力の力量）がいかに形成されたか否かを探ることを
目的とする。就中本論では、実践的指導力の中の授業設計力を中核に据え
て論を展開する。
II教材「一つの花」の教育的価値
平成20年に示された新学習指導要領の国語科における目標は、
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国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高め
るとともに、思考力や想像力及び言語感覚を養い、国語に対する関心
を深め国語を尊重する態度を育てる。
であり、現行のそれと変わらない。ただし、平成20年1月の中央教育審
議会答申においては、「言語活動の充実」が、教科等を横断して行う「教
科内容に関する主な改善事項」の最初の項目に掲げられている。その背景
には、国際的な学力調査や教育課程実施状況調査の結果分析から導き出さ
れたひとつの方向性を見出すことができる。具体的には、これからの言語
の果たす役割に応じ、
・的確に理解する能力の育成・論理的に思考し表現する能力の育成
・互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力の育成
・我が国の文化に触れて感性や情緒を育むこと
が重視されたのである。それに伴って、授業時数も、第1学年及び第2学
年では、毎週8単位時間から9単位時問に、第3学年及び第4学年では、
毎週6，7単位時間から7単位時問になった。また、言語活動例も、「内容
の取扱い」から「内容」に格上げされ、具体的な記述とともに、その内容
を追うことで指導の高まりに至るという過程を示すものとなった。更に
は、国語科と他教科との関連から、次のような「習得」「活用」「探究」と
いう視点が示された。それぞれが互いに補完し合う（必要に応じて行き来
する）内容でもある。
・基礎的・基本的な知識・理解の育成……「習得型の教育」
・自ら学び自ら考えるカの育成……「探究型の教育」：総合的
な学習の時間で・「習得型の教育」と「探究型の教育」をつなぐものとして知識・理解
を実際に活用する能力を育成する「活用型の教育」（教科内）が重視
されるべき。
教員養成課程における実践的指導力（授業設計力・授業実践力）の体
得は、普遍の目的ではあるが、上記の「流行」に当たる内容をも配慮して
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いくことが求められる。本論では、その具現化の実際にっいて、「一っの
花」（今西祐行）を採り上げ、授業設計力形成の立場から考察していく。
ここで言う授業設計力とは、選ばれた教材についての陶冶価値の所在を見
極めたり、教育的観点より意図的に教材化を図ったりといった力量、及
び、教材研究を基盤に指導過程を構想し、その指導法の構築をする力量の
ことである。
1前提となる読むことについて
読むことについて、『国語教育辞典』（2001．朝倉書店）には、
作品に書かれている内容を正確かつ標準的な速さで読み取る能力及び
読み取った内容への批判・批評を含めての感想、意見を形成する能力
を培う学習指導のこと
と示されている。換言すれば、「確かな読み（読むことの基礎を身にっけ
る）」から「豊かな読み（読むことの喜びを知る）」へのステップアップで
ある。「確かな読み」については、現行学習指導要領の内容における「イ
叙述内容に即した読み」「ウ想像的な読み」「工事象・感想・意見
に関わる読み」「オ目的的な読み」に係る力を付けることと言える。文
字・語旬を正しく知り、語旬の集まりである文章を、一つ一つの言葉を大
切にしながら、既知のことを頼りに、未知のことを類推し、想像していく
といった、正確な理解をめざす、トップダウンを主とする学びである。ま
た、「豊かな読み」は、「確かな読み」を基礎として、言葉を通して思考し
想像することによって広がる、深い感動・自己の確立・課題解決などに代
表される、ボトムアップを主とする積極的な学びである。この学習過程を
経て、未知の内容を最後まで読もうとする「耐える読み」及び「批判的な
読み（クリティカル・シンキング）」が可能となってくる。一方で、学習
や生活の場で読むことを支え、豊かな読みを活性化する上で、読書活動が
機能することとなる。
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2教材として
「一つの花」（今西祐行）を素材として捉えた指導者の心に立ち止まるの
は、どのような思いであろう。学習指導案に、教材としての価値は記述さ
れるが、素材に正対した時の「指導者独自の捉え」が記されることは少な
い。一読者としての読み（感動）は、その後に続く授業設計・授業実践と
いう長丁場を支え続けるモチベーションとなる。現代と戦中という時代的
距離感はあるものの、それ（流行）を超えてたどり着く、「いつの時代も
失われることのない深い親子の愛」（不易）に感動の中心はある。コスモ
スの一輪の花は、物質的な豊かさを示すものではなく、心の豊かさを象徴
するものである。現代社会を取り巻く不安的要素は、「物質的なものさし」
を基準にしている。これからの社会を担っていく児童が、大切にすべき
「心の豊かさ」というものさしのあることを知り、現代に生きる自らを振
り返る、といった内容価値的要素を見いだすことができる。素材1ま、教材
として落とし込まれていく。次におさえることは、教材化を促す言語能力
に係る教育的価値（能力価値的要素）である。
「一つの花」が執筆されたのは、昭和27年。『創作幼年童話集太郎コ
オロギ』（1965．実業之日本社）に収められている。教科書教材化は、昭
和49年度改訂版（日本書籍四年下巻）が最初である。ここでは、今西
祐行の言葉を引用しながら、教材化に迫りたい。
（1）平和教材として（主題を踏まえて）
全く（戦争）体験者がいなくなってなおかつこの作品が読まれた時、
初めてこの作品が読まれる価値があるのかもしれないと思うんですよ
ね。…文学とは歴史ではないのですから、その時代をそのまま知る
ことが目的ではなくて、授業をする先生も生徒と一緒に、作品の中に
生きてみることに価値があると思うんです。その人なりに戦争の時代
を生き抜いた人問を想像・創造することに意義があるんではないかと
思うんですが（3）…
作者は指導者の読みの姿勢にまで言及している。文学的文章はあくま
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でも虚構である。登場人物にっいて「想像・創造」していくことに意義が
あるとしている。素材「一つの花」には、戦中・戦後を通して懸命に生き
抜こうとした家族の姿、そして、惜しみない愛情を子に注ぐ姿が、比喩表
現、語りかけるような文末表現、「子→母→父」の順で行動と思いが繰り
返し述べられていく構成、「一つだけ」「一輪のコスモスの花」「一つだけ
の花」「一つの花」のように、深い思いをこめた一っ一つの言葉とともに、
美しくも情感あふれる文体で描かれている。
今西祐行は、この作品について、
これを読み取ってくれる人への手紙、それも親展の手紙なんです（4）。
と位置づけている。作品中の、「お父さんの顔を覚えていないのかもしれ
ません。自分にお父さんがあったことも、あるいは知らないのかもしれま
せん。」という記述に関わって、次のように述べている。
私はけっしてお父さんを無視しているのではなくて、全く逆に、お父
さんが戦争に行っていなくなってしまった今も、お父さんにだっこさ
れていたとき以上に、ゆみ子はお父さんの愛につつまれているという
一っの主題に結びつけているつもりなんです（5）。
さらに続けて、
もし大人が読んだ場合には、コスモスの中をスキップしている幸せで
平和な姿の向こう側に、母子家庭のどうしようもない悲しみみたいな
ものは、感じとってほしいと思うんです（6）。
と求めている。前述した、「いつの時代も失われることのない深い親子の
愛」（不易）へと収束していく。
（2）言語的視点から
①「一つの花」について
今西氏は言う。
「一つの花」というのは、人間にとって一番大切なものということな
んです。…戦争はいろいろなものを奪いますよね。確かに文化も奪い
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ますが、なおかつ、奪いきれない何かを人間は持っている。それが
「一つの花」が象徴するもののつもりですが。戦争は人問を殺し、動
物も殺し、住む家も破壊しますが、人間の心の根本のもの、戦争では
奪いきれないものがどこかにあるはずだ、とそれをいつも探し求める
わけです（7）。
指導に題名読み（イメージ化）を採り入れることも多い。導入における
それを行うのであれば、読みに関わるすべての指導が終わったあとで、も
う一度題名読みにもどる必要がある。父親が出征する後半部では、ゆみ子
に手渡されたコスモスの花の表現が、「一輪のコスモスの花」「一つだけの
お花」「一つの花」と、変わっていく。言葉は短くなっていくが、そこに
こめられた思いは増幅していく。その頂点が、「一つの花」である。この
おさえと、戦後の場面でゆみ子を包み込むたくさんのコスモスの花との対
照により、題名にこめられた作者の思いに触れ、主題へと導くことができ
る。この手法は、芥川龍之介の『トロッコ』の冒頭にも見いだすことがで
きる。主人公のトロッコヘの思いが、具体的な希望が小さくなっていくの
と逆比例して増幅していく場面である。
②「一っだけ」について
この表現も、ゆみ子、母、父それぞれにこめる思いは異なっている。ゆ
み子にとっては、「少しだけれど、何でも欲しいものが手に入る魔法の言
葉」であり、「両親の愛情の証」でもある。母にとっては、もっともっと
与えたいけれど叶わない、「もうこれだけという限定を表す言葉。」であ
り、「母としての痛み」の発露でもある。父にとっては、「どうすることも
できない、時代を背負ったやりきれない言葉」であり、出征の場面では、
「世界に二つとない、父の思いをこめた言葉」でもある。今西祐行の言を
引く。
「一っだけ」としか言わないゆみ子を、いっぱい欲しいといってくれ
ないゆみ子を、父親はいつもめちゃくちゃに高い高いをしていまし
た。そんな夫のやりきれない想いを、この母親は生きる支えにしてき
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たのです。いっときもそんな夫のことを忘れたことはないのです。だ
からゆみ子を、物質的にではなく、うんと幸せに育ててきたので
す（8）。
母にとって、「一つだけ」の言葉は、戦後にその手で子どもを育て上げ
る上で、苦労を厭わないための原点としての言葉だったとも捉えることが
できる。
「一つだけ」は、限りなく無に近い有を示す、選択が叶わない、極限を
示す言葉であることもおさえたい。
③構造から
井上一郎は、視点構造について、次の3点を指摘する（9）。
・戦時中から戦後へ移行する回想視点移動
・戦争と家族の相互構造
・家族（ゆみ子、母親、父親）の一定した順序の構造
特に着目したいのは、三つ目の構造である。井上は、二つめの構造が、
「戦争→家族→戦争→家族」と辿ってきて、十年後の場面ではゆみ子の家
族だけがあり、一行空きの中に、戦争の終結が空白として位置づけられ
ているとする。三つ目の構造も同様で、戦時中の場面では、（ゆみ子、母
親、父親）という順序性が二度にわたって保たれているが、戦後の場面で
は、（父親）のみが描かれず、ここにも空白部が見えてくるというのであ
る。本論では、視点を変えて、その二度にわたる繰り返し（構造）を活か
して、出征の場面を分析していくことを背景においた学習を組み立てるこ
ととした。
皿「一つの花」の授業設計
授業設計力とは、単元や題材の研究、教材の研究、学習指導観等とその
基盤となる力量、それを踏まえての学習過程の組織、学習指導案の作成、
板書計画の作成、発問計画の作成、ワークシートの作成等の授業展開を構
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想するカのことである。実践にむかう教育現場では、これらの項目に、学
習者の実態把握が組み込まれることとなる。
授業設計は、「素材」と指導者が正対することから始まる。「価値」の確
認である。「学習者の国語学力の実態」から「めあて・付けたいカ」が導
き出され、「素材の持つ価値」とそれとが響き合うことで「教材（教育的
価値をもつ）」が生まれる。「めあて」は、学習者への「学習内容」「学習
活動」となって具現化する。続いて学習過程の中でなされた様々な評価活
動を経て、個への「てだて」が施され、次の学習活動への橋渡しとなる。
指導と評価との一体化である。そこでは、「言語能力の定着を目指す系統
立った指導」「言語能力の螺旋的な高まりを意識した指導」「国語だからこ
そ培える言語能力（情意面）の指導」が、国語科教育として計画的になさ
れる。具現化に向けたそれぞれの言語活動では、意識するとしないとにか
かわらず、関連指導が展開される。言語事項に係る領域も関連して指導さ
れることになる（図1参照）。
㍉☆璃ヤ
輪、1轄iっヶたゆ國
∫瞳観∫泌いから分折㊦とO
・一を十にしたい
・個の向上を目指したい（個のとらえ）・言語経験学習体験
・実態と素材との関係づけ・実体験
（図1）
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既に「一っの花」の教育的価値については、IIにおいて述べたところで
ある。ここでは、学習指導案の形式に従って、授業設計の過程を記述して
いく。
1単元名・教材名例＝場面をくらべて見よう・
「一つの花」今西祐行作
単元名は、教科書編集の段階で、その単元で育てたいカを明示すること
が多い。指導者のめあてである。できれば、学習者に寄り添った単元名を
工夫したい。主題との関連から、「親子の心によりそって」などとした例
もある。
2児童観
国語科における「話すこと・聞くこと」「読むこと」「書くこと」の学習
状況について触れる。授業設計のねらいとなることから遡行して、実態を
分析するのもよい。今までの国語科学習の中で身に付けた力と残された課
題とを明確にしたい。課題を解決するために、単元を構成するのである。
3教材観
指導者自身の読み、及び、素材が内包する教育的価値（内容的価値要
素・能力的価値要素）について触れることとなる。IIの内容を加味して書
き上げると次のようになる。
例この作品には、戦中・戦後を通して、懸命に生き抜こうと
した一家族の姿が描かれている。現代と戦中という時代的距
離感はあるものの、それ（流行）を超えてたどり着く、「い
つの時代も失われることのない深い親子の愛」（不易）に感
動の中心がある。父親がゆみ子に残す一輪のコスモスの花
は、物質的な豊かさを示すものではなく、心の豊かさを象徴
している。現代社会を取り巻く不安的要素は、「物質的なも
のさし」を基準にしている。これからの社会を担っていく児
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童が、大切にして欲しい「心の豊かさ」というものさしのあ↑
ることを知り・現代に生きる自らを振り返るといった価値を素
内包する作品である。また・戦中・戦後を通して懸命に生きi材
抜こうとし嫁族の甕惜しみな曖髄子に注ぐ姿力駅比奮
舗恵識鐙綴撚蔽鴬製、男1［讐警
輪のコスモスの花」r＿つだけの花」r＿つの花」のよう1こ、↑
深い思いをこめた一つ一つの言葉ととも1こ、美しくも髄あi警
ふれる文体で描かれている。現行学習指導要領における、第的3学年及び第4学年rC諦ことウ場面の移り変わりやi価
情景を、叙述を基に想像しながら読むこと。工読み取った
内容について自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方につい
て違いのあることに気付くこと。」を具現化するにふさわし
い教育的価値を有している。
3年次に、「ちいちゃんのかげおくり」で学んだ内容を振
り返り、平和教材としての位置付け、文学的文章教材として
の位置づけ、叙述に即した読みのあり方等既習事項を確認
し、本単元の学習に活かすように努めたい。
4指導観
本単元の指導目標を明示し、既習の内容について系統立てて振り返り、
本単元の位置付けを明確にすることが求められる。・さらに、目標に至るま
での指導過程と手だてとを明らかにする。また、日常の教育活動で行われ
ている言語活動について触れてもよい。校内研修の一環であれば、研究
テーマとの関わりにも触れることになる。
例現行学習指導要領における、第3学年及び第4学年「C
読むことウ場面の移り変わりや情景を、叙述を基に
想像しながら読むこと。工読み取った内容について自
分の考えをまとめ、一一人一人の感じ方について違いのあ
ることに気付くこと。」を受け、「登場人物と場面の状況
を、叙述をもとに関係付けながら読むことができる。」を
単元の能力的目標とする。「戦争という極限の中で懸
命に生き抜こうとした人々の姿や親子の愛、平和の尊
?????
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さについて考えようとする。」ことが内容的目標となる。
読む活動を円滑に進めるために、指導過程の当初に、漢字
指導や語句指導を必ず取り入れてきた。「白いぼうし」では、
表現に気を付けて読み、会話や行動から登場人物の人柄を考
える学習を組み立てた。言葉に寄り添うことはできたが、児
童自身の課題意識が乏しく、もう一歩深めることができな
かった。そこで、本単元では、第一次感想を活かし、「父に
ついて」「母について」「ゆみ子について」「コスモスの花に
ついて」「題名について」等の視点を示し、助言を与えなが
ら課題設定を行う。個人の課題を交流し、場面ごとに集約
し、共通課題とする。また、主題に収束していく課題を教師
主導で設定する。課題解決に当たっては、次の二点を押さえ
る。
ア各時間の共通課題及び個人別課題（前述五つの視点から）
に対して個の学習を保障する。
イ交流は、ペァ、グループ、可能であればジグソー形式を取
り入れた後、全体へと進む。（ジグソー形式：個の学びのあ
と、共通課題に対して視点の異なるメンバーで集まり、話し
合いを行う。その後、共通な視点をもつメンバーで集まり深
める。新しい気付きをまとめた後、全体で課題解決に向け交
流する。）
課題解決への方法の一つとして、ワークシートを用意す
る。その日の学習は、学習日記につづる。単元ノート（ポー
トフォリオ）をまとめることで、自らの変容に気付かせる。
戦争の中の子どもを描いた物語を用意し、読書活動との関わ
りを活かして単元目標の達成をめざす。
展開においては、家族（ゆみ子、母親、父親）の一定した
順序が繰り返される構造に着目し、出征の場面を分析してい
くことを背景に、全体と部分とを脈絡付けた学習を取り入れ
る。
??????
???
学びの目的は、学習者一人一人の向上的変容にある。学習指導は、課題
解決に向けて、一人一人に方法を提示し、学習者の中に「個の学び」を形
成することから始まる。この活動により、学習者らは同じ土俵に上がるこ
と（材料を持つこと・課題意識を持つこと）が可能となる。次に、ねらい
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に応じた、ペァ・グループ・全体での交流の場を通して、新しい「学び」
を吸収していく。その学習を支えるものが、「話し合い」である。交流の
後、個に戻った学習者は、はじめの「個の学び」を振り返り、新たな気づ
きを中心に、学習内容についてまとめを行う。それは、意欲化への過程で
あり、自信の醸成につながる過程でもある。志向する授業像は、「教える
こと（めあて）と学ぶこと（活動）とが明確な授業」「個の学びと集団の
学びとが指導過程に効果的に位置付いた授業」となる。
5単元の目標
現在の学習指導案には、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「言語事項」といった能力的目標は明示されるが、「一つの花」におけ
る「戦争という極限の中で懸命に生き抜こうとした人々の姿や親子の愛、
平和の尊さにっいて考える。」のように、教材化において不可欠な内容的
目標の明示は難しい。関心・意欲・態度の項目に取り入れるしかない。こ
れは、単元の目標の記述が学習指導要領の内容、及び、指導要録の観点に
準ずるためである。以下では、あえて、内容的目標をも示すこととする。
・作品に対峙し、自分なりの考えを大切にして、交流の場で深め、進ん
で課題解決を行おうとしている。（関心・意欲・態度）
・登場人物と場面の状況を、叙述をもとに関係付けながら読み取ること
ができる。（読むこと・C一ウエ）
・語句の使われ方について関心を持ち、辞書を利用して調べることがで
きる。（言語事項）・戦争という極限の中で懸命に生き抜こうとした人々の姿や親子の愛、
平和の尊さについて考える。（内容的目標）
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6単元の評価規準と学習活動における具体の評価規準
ア国語への関 工読む能力 オ言語に対す
心・意欲・態 る知識・理
度 解・技能
単元の 作品に対峙し、 登場人物と場面 語句の使われ方
評価規準 自分なりの考え の状況を、叙述 について関心を
を大切にして、 をもとに関係付 持ち、辞書を利
交流の場で深 けながら読み 用して調べてい
め、進んで課題 取っている。 る。
解決を行おうと
している。
・学習活動における具体の評価規準については省略。
7学習指導計画（10時間扱い）
時 学習活動 学習内容 評価基準・評価方法
1 ・既習教材「ちい ・時代的距離感の接 略
ちゃんのかげおく 近
り」の朗読を聞く。 ・戦争という状況下
・本文を黙読し、既 の子どもについて
習内容を想起す
る。
2 ・教材を読み、全体 ・学習の意味通し。
?? 像をとらえる。
・初発の感想を書く。
・感想の書き方。
・辞書の引き方。
・新出漢字や意味の ・課題設定の仕方。
分からない言葉を （個の課題と全体
チェックし、調べ 課題）
る。
・個の学習課題を立
てる。
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4 ・叙述に即して場面 ・課題の明確化。
● ごとに読み取る。 ・一人学びの方法。5 ＜書き込み・吹き （書き込み・吹き
●
6 出し＞ 出し等）
● ・「一っだけ」に込
7 ＊ゆみ子の将来を案 められた思い（ゆ
?? ずる両親の思いを
読み取る。
み子・母・父）
・「一つの花」に込
●
9 められた父の思い ＜ワークシート
＊出征する日の家族 ・ゆみ子と父親を見 への書き込み＞
の様子を読み取 つめる母の思い
る。 ・＜ゆみ子→母→父＞ ＜グループ学習
を繰り返す構造か での様子＞
＊一輪のコスモスの ら導かれること ＜単元ノート＞
花に込めた父の思 ＜学習日記＞
いを思いを読み取
る。
・主題について
＊作品全体をとらえ 戦争という極限の
直す。 中で懸命に生き抜
こうとした人々の
＊「一っの花」とい 姿や親子の愛、平
う題名にっいて考 和の尊さ
える。
10 ・戦争の中の家族の ・作品を読む視点 ＜感想文＞
姿を描いた他の物 （家族の愛）
語を読み、複数の ・不易なものとして
作品を比較しなが の家族愛
ら感想をまとめ
る。
8
（1）
本時の展開（8／10）
目標・一輪のコスモスの花をゆみ子に手渡し、出征する父親の万感
の思いを叙述に即して読み取ることができる。
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（2）評価規準
ア国語への関心・意欲・態度 イ読む能力
作品に対峙し、自分なりの考
えを大切にして、交流の場で深
め、進んで課題解決を行おうと
している。
登場人物と場面の状況を、叙
述をもとに関係付けながら読み
取っている。
（3）展開
本時の目標に迫るために、次の内容を押さえておく。
・O「一つだけ」のとらえから、父の「ゆみ、さあ、一つだけあげよ・
：う。～大事にするんだよう。」にこめられた父の思いを読み取るこ：
：と。：：ゆみ子にとって：少しだけれど、何でも欲しいものが手に入る魔法の：1言葉両親の愛情の証：母にとって：もっともっと与えたいけれど叶わない「もうこれだ：1けという限定を表す言葉。母としての痛みの発露。・：父にとって：どうすることもできない、時代を背負ったやりきれ：
：ない言葉：：○コスモスを取り巻く場の表現；プラットホームのはしっぽ：ごみすて場のようなところ：1わすれられたようにく比喩表現＞：：O父の様子を表す表現：「～ぷいといなくなってしまいました。」：
1「見つけたのです。」1：「あわててかえってきた～」：：「ゆみ、さあ、一つだけあげよう。～大事に：
：するんだよう。」：「お父さんはそれをみてにっこり笑うと、な：：にも言わずに～」：Oコスモスと父：一輪、コスモスの花、自らの姿を投影している父、：1その思い1：O「一輪のコスモスの花」「一つだけのお花」「一つの花」と、変わっ：：ていくコスモスの花の表現：言葉は短くなっていくが、そこにこめ11られた思いは増幅していくこと。1
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また、指導を行う上で、出征前の生活そして出征時の表現に、（ゆみ子、
母親、父親）という順序性があることにも着目したい（下表1参照）。記
入していく中で、たとえば、「めちゃくちゃ高い高い」した父が、出征の
ホームではゆみ子に触れていないことに気付く。そこからも、父の万感の
思いを読み取ることができるであろう。
＜表1＞
＜習得から活用へ＞既習学習を活かす同じパターンの繰り返し
子→母→父
①戦争：食べ物がなくなり空襲が続く日々
言葉 行動 本当の思い???
一っだけちょうだ
い。もっともっと
いくらでもほしが
る
????じゃあね
一っだけよ。
なんてかわいそう
な子でしょうね。
自分の分から
一っ分ける。
かわいそう
やりきれなさ
????＜深いため息＞
いったい、大きく
なって、どんな子
に育つだろう。
決まってゆみ子を
めちゃくちゃに高
い高いするのでし
た。
・一っだけの喜び。
・喜びなんて、一っ
だってもらえない
かもしれない。
・やりきれなさ憂い
・不条理への憤り：
戦争と家族
鑛麟灘 鎌懸蹄蹄
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（4）戦争：出征までの残された時間
言葉 行動 本当の思い
???一っだけちょうだ
い。一っだけ。一
っだけ。
とうとう泣き出し
てしまいました。
????ゆみちゃん、いい
わねえ。お父ちゃ
ん、兵隊ちゃんに
なるんだって。ば
んざあいって一。
一生けんめいあや
す
・ゆみ子がかわいそ
う。
・泣き顔を見せたく
ない
く隠された思い＞
・つらい
・死へのおののき
・寂しさ
・生きていて…
＜汽車が行ってし
まったあとの思い＞
????ゆみ。さあ、一っ
だけあげよう。一一っだけのお花、大事にするんだよう一。＜倒置法＞
一輪のコスモスの
花（プラットホーム
のはしっぽの、ご
みすて場のような
ところに、わすれ
さられたように咲
いていた）
＜ゆみ子の笑う姿
を見て＞
にっこり笑うと、
何も言わずに、汽
車に乗って行って
しまいました。ゆ
み子のにぎってい
る、一つの花を見
つめながら一。
・笑顔を見てほっと
する
・ゆみ子への思い
たくましく生きぬ
いてほしい
・悲しみ憤り
・妻への思い
達者でゆみ子を守
りぬいてくれ
出征する思い：生き
て帰れるだろうか
一輪のコスモスの花＞一つだけのお花＞一つの花
＊表現は凝縮するが、こめられた思いは増幅していく。
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＜本時＞
寺日 学習活動
1前時ま
での学習
内容を確
認する。
学習計画
を振り返
り、本時
の学びを
確認する。
2本時の
場面を微
音読した
後、黙読
する。
2学習課
題を確認
する。
3学習の
進め方に
ついて知
る。
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学習内容
・出征のために駅に
向かうまでのあら
すじ・本時までに
出てきた「一っだ
け」に込められた
思い
指導・支援と評価の創意工夫
載鎌雛畿灘謹繊羅
母獲灘鍛遜
蘂灘謹纐鞭
・学習場面の理解
＜学習班はあらかじめ、
同質の個人課題を持っも
のににより編成しておく。
グループA＞
・「一っだけ」にかかる
ゆみ子、母、父の思い
を確認する。
＜壁面には既習内容を掲
示し、いつでも遡ること
ができるようにしておく。＞
鐵機描灘灘灘綱i鞭繕欲識一
欝㊥灘識翻鑛魔溝⑳轟葉蝿
爾親鞭愛騰⑳証
懸鋤灘懸縷叢鯉鍵霧麟灘灘麩
購講灘騰薄翻鰯騰灘羅難獺篠業雛灘⑳蒲馨⑳発露
灘霧蝋鍵麩灘鞭慧購騰織
懸難礫灘灘灘「懸灘灘鷲難
鑛蘂蓬灘獄遜灘醸羅羅還遊麟懸
鍵襲鱗灘濾灘鱗鋪
・個→ペアもしくは
グループ→全体→
個の流れ確認
・ワークシートヘの
書き込み方。
一輪㊨郵懸
・ワークシートの配布
・お父さんの言動にまず
着目し、思いを想像す
ることをおさえる。
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4一人読
みをしな
がら、書
き込みを
行う。
（個の学
び）
5ペアに
より意見
交換を行
う。
1灘灘
＜くぐらせたい表現＞
○コスモスを取り巻
く場の表現
；プラットホーム
のはしっぽ
ごみすて場のよ
うなところ
わすれられたよ
うにく比喩表現＞
◎父の様子を表す表
現：「～ぷいとい
なくなってしまい
ました。」
「見つけたのです。」
「あわててかえっ
てきた～」
「ゆみ、さあ、一
っだけあげよう。
～大事にするんだ
よ。」
「お父さんはそれ
をみてにっこり笑
うと、なにも言わ
ずに～」
書き込みの確認
1灘鰯灘灘
鞭鑓灘鰯畷霧，灘雛
歯
・ワークシートに書き込
みをさせる。
（ゆみ子・父・母の思
い）
（場面の様子：コスモ
ス）
（学習者の思い）
・机間指導により、蹟い
ている子を支援し、課
題に迫る書き込みを
チェックする。
・グループで発表できる
よう自分の考えをまと
めさせる。
霧
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7個の読
み、交流
しての気
付きを元
に、全体
で交流を
する。
（1）お母さ
んがゆみ
子をあや
している
問
（2）お父さ
んが持っ
てきたコ
スモスに
ついて
（3）一輪の
コスモス
を渡すと
きのお父
さんの思
い
＜ワーク
シートの吹
き出しに記
入させる＞
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・プラットホームの
はしっぽ
・ごみすて場のよう
なところ
・わすれられたよう
にく比喩表現＞
・「ゆみ。さあ、一
つだけあげよう。
一つだけのお花、
大事にするんだよ
う一。」
・「一・っだけ」とい
う言葉の価値
・「ぷいといなくなって
いました」と「見つけ
たのです。」までを関
連づけて考えさせる。
・「あわてて」というこ
とばにも着目させる。
→別れの時が迫っている
・お父さんの姿がコスモ
スに投影されているこ
とにも気付かせたい。
・ゆみ子にとっての「一
っだけ」を確認する。
・ゆみ子にとどく言葉で
あることもおさえた
いo
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（4）何も言 【ゆみ子に対する思
わずに汽 い】
車に乗っ
ていくお ・「それを見てにっ ・（1）～（3）を振り返ながら
父さんの こり笑うと、」・ 考えさせたい。
思い ・「一つの花を見っ
めながら一。」 ・お母さんの思いに触れ
ることで、次時にっな
【家族に対する思い】 げる。
懸蘂顔髪見鷲ほつと「
8学習の 、葺塁麟る， ・「一輪のコスモスの花」
まとめを i鞭塑灘欝護の聯・ 「一つだけのお花」「一
する。 鞭轍慧く生きぬ つの花」と、変わって
覇謎，灘講，擁・。 いくコスモスの花の表
繊悲「麟働 現：言葉は短くなって
?、? 灘賜懸・ いくが、そこに込めら
饗灘毒癒ゆみ子を守 れた思いは増幅してい
，瀬撫懸くれ くことにも触れたい。
・本時の学 擦雛騰糠思い ・指名音読。
習場面を 鱗覇魑「》・ ・お父さんの思いをたど
読む ?，灘死藁鰯3ののき りながら聞かせる。
礁隷麟・
?。・婁生き繊疑一 【評価の観点】
・登場人物と場面の状況
を、叙述を基に関係づ
けながら読み取ること
ができたか。
＜ワークシートの記述か
ら＞
＜発表から＞
9次時の
学習につ
いて知る
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＜本時のワークシート＞
嚢“
?????、????????????? 、 ッ? ー???? ． ? ．??．??、????? ．
・??????、??????????」?????、?? っ?、?? ?ー．
旦
???」?ー??ー????
＜平成20年度埼玉県和光市立新倉小学校研究発表会資料より＞
以上、実践的指導力の具現化あ実際について、「一つの花」（今西祐行）
を素材として、授業設計力形成の立場から、素材の分析と教材化を中心
に、単元や題材の研究、学習指導観、学習過程の組織、学習指導案の作
成、ワークシートの作成等、具体的に述べた。
IVおわりに
表題に示した如く、本稿は教材「一つの花」をめぐっての第一報であ
る。副題に掲げた如く実践的指導力の体得にあたっては、まずは取り扱う
教材そのものの陶冶的価値を探ることがきわめて重要であるととを再認
した。言うまでもなく実践的指導力の中の重要な要素である「授業設計」
は、「素材」と指導者が正対することから始まり、そしてそこでは、学習
者を視野に入れながら教材が内包する教育的価値を捉え、まずは教材観を
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捉えることとなる。このようなことを踏まえ、学習指導要領との関わりで
学習者に体得せしめる国語科への関心・意欲・態度、読む能力、言語に対，
する知識・理解・技能等をしっかりと整理することである。今回は、前述
の如く授業設計を中核に据えて論を展開してきたが、これを基に実践を試
み、実践的指導力の体得のありよう探っていくことが今後の課題となろ
う。この課題をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
【注】
（1）中央教育審議会答申「今後の教育養成・免許制度の在り方について」2006・
7．
（2）同上書
（3）光村図書『国語教育相談室』373号1990．2．7．
作家に聞く「『一つの花』をめぐって」今西祐行井上一郎
（4）教育出版『教育通信』1978．3．1
特集対談「『一っの花』をめぐって」倉澤栄吉今西祐行
（5）同上書
（6）同上書
（7）同上書
（8）同上書
（9）光村図書『国語教育相談室』前掲書
（埼玉県新座市立第四中学校校長）
（本学教育学部教授）
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